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１．目的
　サクション力（負圧）を利用して、基礎構造物を地盤中に
沈設する構造形式をサクション基礎と称している。
　運輸省第一港湾建設局が平成 11 年６月にサクション基礎
を直江津港防波堤の基礎マウンドの代わりとして施工した 1)。
本報告はサクション基礎であるＲＣ、鋼製構造形式の沈設サ
クション力について報告するものである。
２．サクション基礎構造断面諸元
　図―１にサクション基礎、RC ・鋼製構造形式の概要図を
示す。ＲＣ構造諸元は、外寸直径が 21.9m（内寸直径が
20.8m）、高さ 8.0m、側壁は 0.55m、同様に鋼製構造諸元は
外寸直径が 21.9m、高さ 8.0m、側壁は 22mm の円筒形状で
ある。この時、ＲＣ構造形式の体積は 559.93m3、重量は
1,371.83t、鋼製構造形式の体積は 257.92m3、重量は 762.25t
であった。頂版部上面には、サクション基礎上に設置される
ＲＣケーソンの滑動防止として法線方向に 16.6m、高さ1.0m、
幅 0.8m のシェアキーを設置した。
３．施工概要
　サクション基礎は図－２に示す新潟県上越市直江津港内で
施工された。サクション基礎前面 2m の地点における土質柱
状図をＲＣ構造形式は図－３、鋼製構造形式は図－４に示す。
図より表層～約 2.0m は砂質土層、2.0～4.0m はシルト質粘
性土層、4.0m 以深は砂質土層である。表層の砂質土層は一
部にＮ値 25 もしくは31 を示し、シルト質粘性土層は qu=5.0
～10.0kg/cm2 の強度を示しており、比較的良好な地盤であ
る。
　施工では、サクション基礎、吊型枠、ワイ
ヤー等の条件を勘案し、3,000t の起重機船
を用いた。施工方法として、先ず、サクショ
ン基礎は海底面に設置された後、起重機船の
引張力を徐々に開放しながら、サクション基
礎を自沈させた。
　自沈完了後、サクション基礎に取付けたポ
ンプから排水開始し沈設を開始した。
　試験前に想定していたＲＣ構造形式の自沈
量は 1.20m(G.L.-11.1m)、最終根入れ深さは
6.30m（G.L.-16.2m）、鋼製構造形式の自沈
量は 2.00m(G.L.-11.9m)、最終根入れ深さは
6.30m（G.L.-16.2m）を目標とした。

図―１　サクション基礎概要図
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図－２ サクション基礎施工箇所



　ＲＣ構造形式
の沈設において、
自 沈 量 は
0.49cm、 最 終
根入れ深さは
5.87m （ G.L.-
15.77m）、法線
方向の傾斜は
0.34°、総沈設
時間は約 10 時
間／6m、鋼製
構造形式の沈設
において、
自 沈 量 は
1.02cm 、
最終根入れ深さは 5.80m（G.L.-15.7m）、港内－港外側傾斜は 0.05°、法線方向の傾斜は 0.31°、
総沈設時間は約 6 時間／6m であった。
４．沈設時のサクション力
　各サクション基礎頂版部には、基
礎内のサクション力を計測するため
測量管が取付けられた。測量管の水
位より基礎内に発生したサクション
力とテルツアギの支持力公式より求
められた沈設時のサクション力理論
値 2)3)をＲＣ構造形式は図－５、鋼
製構造形式は図－６に示す。
　ＲＣ構造形式の場合、対象場所の
土層構成が砂質土及び粘性土の互層
であるにも拘らず、計測されたサク
ション力と理論値は、概ね良い相関
が得られた。
　一方、鋼製構造形式の場合、ＲＣ
構造形式と異なり、計測されたサク
ション力に対し理論値は全体的に小
さくなることが判明した。この要因
として、

①ＲＣ構造形式(B=55cm)と鋼製
構造形式(B=22mm)の側壁部
材厚の違い

②先端支持力の評価
が考えられる。
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図－３　ＲＣ構造形式前面土質柱状図 図－４　鋼製構造形式前面土質柱状図
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図－５　ＲＣ構造形式の沈設サクション力

図－６　鋼製構造形式の沈設サクション力
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